
「友人がいる」と回答した学生は、７７.７％と前回（７８.４％）、前々回（８０.７％）と続けて減少となった。

なお、私大連全体では、８３.５％と前回（８２.７％）、前々回（８１.７％）と続けて増加となった。男女別、学

部別で「友人がいる」割合に開きがある。 

学部別では、商学部、理工学部では、「就職や将来の進路」は５割に満たない結果となり、商学部では「友人と

の対人関係」（２２.１％）、理工学部では「授業など学業」（３３.３％）にも高い割合で不安を持っている結果と

なった。 
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Ｑ５３．現在、自分のことを何でも話せる友人がいるか。 

Ｑ５４．いま、あなたに不安や悩みがあるとすれば、それはどのようなものか。 

（２つまで選択） 

◆ 今の不安や悩みは・・・・『就職や将来の進路』に回答が集中
◆ ハラスメント被害は・・・ 
 中大生全体の９割が、『受けたことがない』と回答

Ⅷ
不安・悩み
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相談相手としては、「友人」（７０.２％）、「家族」（４５.１％）、「先輩」（１４.２％）といった結果となった。そ

の半面、学部によって理工学部の２５.３％から文学部の４.１％と開きはあるが、「誰にも相談しない」が本学全

体として１４.８％といった結果となった。 

また、女子学生（８.４％）より男子学生（２１.３％）の方が、「誰とも相談しない」割合が高い。 

ハラスメントを「受けたことがない」と回答した学生は、９０.０％と前回（８８.７％）、前々回（８６.４％）と

調査ごとに増えていることは、学内の取り組みが浸透してきた成果であろう。男女別、学部別、学年別にみても

大きな差はみられない。 

男子学生では、「アカデミック・ハラスメント」、女子学生では、「セクシュアル・ハラスメント」の割合が高い

が、「無回答」も多数ある点が回答者の心境の複雑さを伺わせる。 
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Ｑ５５．その不安や悩みについて誰に相談したか。または相談しようと思っているか。 

（２つまで選択） 

Ｑ５６．あなたは大学生活においてハラスメント<いやがらせ>等を受けた(感じた)ことがあるか。

Ｑ５７．ハラスメント<いやがらせ>等の内容は次のどれか。 

（あてはまる番号すべて選択。Ｑ５６で「２ 受けたことがある」と回答した学生のみ） 
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